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【試合結果】
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１Ｑ、神戸１－２－２ゾーンDef、各務原中央ハーフコートマンツーマンDefで始まる。各務原中央＃７、神戸＃５、＃７などのシュート
が決まる。神戸は１－２－２ゾーンプレスをしかけるが、なかなかシュートが決まらない。神戸は＃１０からのアシストパスで連続得点
を重ねる。両者ともゴール下のシュートが決まらなかったが、神戸＃１０のスチールから＃７へのアシストで連続得点する。各務原中央

もゾーンの中に入りシュートを決め、最後に＃４の３Ｐシュートで１６－１５とする。２Ｑ、神戸のゾーンの中で各務原中央＃７が
シュートを決める。神戸のパスミスから＃１０のシュートなどで１６－２１各務原中央がリードする。神戸は＃１０のオフェンスファウ
ルをはじめファウルがかさみ、各務原中央にフリースローの機会が与えられる。その後両者とも点を取り合い、３３－２９神戸リードで
前半を終える。３Ｑ、ゴール下のシュートの入れ合いから始まり、各務原中央のパスミスから神戸＃１０、＃７が得点する。各務原中央
＃７のインサイドを、神戸のDefが止める。神戸はゴール下で＃７のシュートが決まり得点を重ねる。各務原中央＃５もスチールから

シュートを決めるが、５５－３７と大きく神戸が差を広げる。４Ｑ、神戸は時間を十分に使ったパスまわしで確実に得点を重ねていく
と、各務原中央のDefにファウルが重なる。各務原中央は３Ｐをねらうが外れ、逆に神戸がシュートを決める。神戸は最後３Ｐも決まり７

９－５１で勝利した。 


